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男

　　　 食品薬 品安 全 セ ン タ ー秦野 研 究所

　　　　　　　 高鳥浩介

　相模原地区 に お け る 屋外空中飛散真菌 を1970年お よ び1980年 と 同
一

の 地点 で 同 じ落下培養法 に よ り

i983年か ら1992年まで毎週調査 した．全 10年間の 平均検 出率順 か ら，酵母類 と Myceii∂　sterili∂ を除 き

Ctadosporium，　A’ternaria
，
　Eρicoccum，　Aureobasidium，　Curvul∂厚∂，　Uiocl∂dium，　Penici〃ium，　Arthrinium，

Nigrosρor∂，　Fusarium，　 Trichoderm∂，　Pestaloti∂ が 主要優先菌と み ら れ，1980年の 相模原 お よ び 全国 の 調

査成績 と ほ ぼ 同様 で あ る．Ctadosρorium と Altern∂ria は毎年最優先 2属 で，次 い で Epicoccum が 3位 と

な る 二 と が多か っ た． しか し，1970年 に 4 位 以 内 に あ っ た Asρergiilus と Penici〃ium は後退 し，特 に

Asρergillus は既 に 低頻 度菌で さ え あ る．季節性 分 布 で は ，総 じ て 6月 の 梅 雨 期 と 9 〜10月 の 秋 期 を ピー

ク とす る 2峰性 を示 し た ．こ の 2 峰 は C／ados ρorium と Attern∂ria か ら 主 に 成 り，後者 は 梅 雨 期 が よ り優

位 で あ る．明 ら か な単峰性分布が 確 認 さ れ た も の に 梅 雨期 の Eρicoccum，秋期 の Utocladium
， 夏期 の

Curvulariaと Nigrosρora が あ る ．そ の 他 の 主 要 菌 に 明瞭な季節性 は み られ な か っ た．　　
ゴ

Key 　words ： a10 　years 　survey − common 　fungi − gravity　plate− predominant　fungi

は じ め に

　 ア レ ル ギ
ー

性疾患 に お け る環境 ア レ ル ゲ ン へ の 配慮

は 欠 か せ な い ，自然界 に お ける環境 ア レ ル ゲ ソ の 分布

は環麑要因 に 応 じて 変化し や す く，そ の 比較観察に は

同
一

検索条件 が 極力要求 される．我 々 は 相模原地区 の

同
一

採集地点 で 同
一

手法 に よ り空中飛散真菌 を20数年

来調査 して きた
1）曽4〕．こ こ に ，落下培養法 に よ る 屋 外飛

散真菌 の 調査成績を報告す る と共に
， そ の 推移 に つ い

て 言 及す る，

査 を ほ ぼ 共通 に 満 足 し得た 方法 に 従 っ た
3，．す な わ ち，

解放 暴露 用 の 汎 用 暴露 培 地 と し て 径 9cm の プ ラ ス

チ ッ ク シ ャ
ー

レ を 用 い た chloramphenicol 　100μg／ml

加 potato　dextrose　agar を使用 し た．培地 5枚 を週 1

回雨天 日 を除 い た 午後 2時に 10分間解放暴露 した ．

3．培養 お よ び 同定

　 25℃ 1 〜2週間培養 し，各平板 5枚 の 発育集落数総

計を検索 日あた りの 集落数と した ，菌種 の 分離同 定 に

は 暴露用 と同
一

培地 を用 い た．

4．調査期間

　1983年 （昭和 58年） 1月 か ら1992年 （平成 4年） 12

月 まで ，

方　法

L 検索地点

　地上 19，5m の 国立相模 原病院第二 病棟屋上 で
，

こ れ

を 越 え る 建 造物 は 少な く と も周 辺2km 以内 に は 存在

し ない ．

2．暴露培地 お よ び 暴露方法

　既報 の ご とき落下培養法 に よ る全国空中飛散真菌調

Received：　September　14，1993
Accepted： November　12，1993

結　果

　培地解放 に あた り雨 天 日を 避 けた た め ， 暴露 回 数 は

一
定せ ず月 に 3 〜5回，稀に 2 回 と な っ た．従 っ て ，

月別あるい は年別 に 得 られ た総集落数 を該当暴露回数

（暴露 日数に相当）で除 し 5枚あた りの 平均集落数 と し

た （以下集落数と表現）．

1．年別真菌相

　Table　1−1 お よ び 1−2 に ，年別 お よ び 全 10年間 の 検
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　 Fig．1．　 Monthly 　distribution　of　average 　number

of 　total 　fungal　colonies 　every 　year （plain　lines）and

whole 　the　10　years （a　bold　line）from　1983　to　1992
in　Sagamihara．

出菌集落数 と そ の 集落総数 に 対す る 検出率を示 し た．

特 に 同定を試み なか っ た 酵母 類 の検出率は年間 10％前

後，ま た 同定不 能の 1吻6♂ぬ 伽 ガ跏 も年間20％前後 と

高率 に み られ た が ，
こ れ らを 除く同定可能菌 の 検出頻

度 は 各 年 に 顕 著な 差 は な か っ た ．CladOSPoriumと
Alternariaは常に 上位優先 2属 で あ り，い ずれ も検出

率は 毎年 10％を 越 えて い る． こ れ に 続 く菌属は年に よ

り検出頻度 が 異 な る が，全 10年間平均検出率 1 ％以上

を 呈 す る も の に ，EpiCOCCt〃m
，
　 Antreobasidizam，　 Ulo．

cladium ，　 C躍 躍 如廊 ，　 Penicillium，　 A 　rthn
’
nium ，　 Ni−

grOSI）ora，　 Fusan
’
um ，　 Trichodermα お よ び Pθ洳 Jo磁

の 10属があげられ る．特 に 前 2 属 の 頻度 は 高 く，中で

も Epicoccum は 年差が あま り な く毎年 4 ％前後 に 検

出 され て い る．そ の 他，全期間を通 して 平均 1％未満

で あ る が ，年 に よ り浮 上 す る も の と し て Botn〜tis，

Phoma お よ び AsPergillusがある．

2．月別真菌分布

　Fig．1に 各調査年 間 お よ び10年全 期 聞 を通 し た 月

別総集落数を示 した ．冬期 で さ え相当数の 集落が得ら

れ て 年 に よ りか な りの 変動 が み られ，季節的分布状況

は毎年必ずし も同様で は な か っ た ．しか し，総 じて 春

か ら梅雨 期 に か け て の 5 〜6 月 と秋期 の 9 〜10月を

ピ ーク と した 2峰性分布を 示 した ．Fig．2− 4 に ，10年

全期間 を通 じて 1 ％以上 の 検 出率 を 得 た 主要 12属 の 月

別集落数の 年間分布 を 示 し た．Fig，2 の CladosPor一
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　Fig。2．　 Monthly　distribution　of 　 average 　 number 　 of 　C鰯 osρo 洳 吻 ，　Alternaha，／1肋 漉 跏脚

and 　Peslalotia　colonies 　every 　year （plain　lines）and 　who 旦e　the　10　years （a 　bold　line）from　1983

to　1992　in　Sagamihara．
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 Fig, 3, Monthly  distribution of  average  number  of  Azareobasidium, fusarium,

Riniciltium and  7leichodemaa colonies  every  year  (plain lines) and  whole  the 10

years (a bold line) from 1983 to 1992 in Sagamihara,
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 Fig, 4. Monthly  distribution of  average  number  of Eipicoccttm, Ulocladi"m, Curwularia and

2Vigrospora colonies  every  year (plain lines) and  whele  the 10 years (a bold line) from 1983 to

1992 in Sagamihara.
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4 相模原地区 の 空中真菌

ium は 梅 雨 期 と秋 か ら冬 に か け た 2 峰性を示 し，

、4麁 辮 α吻 は 梅雨期 と秋期 の 2 峰性 が うか がわ れ る

が 梅 雨期 に明らか な ピ ー
ク がある．同 じ く Fig．2 に お

い て ，、Arthrinium と Pestelotiaは ほ とん ど通年的に み

られ る が
， 前者は 春期と梅雨期さ らに 冬に か け ， 後老

は 冬 に 向か い 低い 山がみ られ る．Fig ，3 に か か げた 4

属 も明瞭な ピ ー
ク を 毎年必ず し も示 し て い ない ．Aur −

eobasidium は 強 い て い え ば春 と梅雨それ に 秋 か ら冬

に か け て の 山 が み ら れ て Fig．2 の 14 肋 珈 跏 刑 に 類

似す る．」艶 眈 〃伽解 と Trichodei？na 　eま　Fig．2 の Pes・

Table　 1−1Decreasing 　order 　of 　incidence　of　fungal　colonies 　obtained 　from　the　air

　　during　the　years　from　1983　to　i992　in　Sagamihara

Year 1983 1984 1985 1986 1987 1988

Genera　of 　fungiAverages8 ％
傘傘 Averages ％ Averages ％ Averages ％ Averages ％ Averages ％

C如4bsρo 吻 御 56．68 ．3119 ．716 ．0153 ．720 ．7136 ．620 、3229 ．228 ，089 ．8 王6．3
4 伽 脚 吻 126．818 ．7135 ．918 ．2156 ．821 ユ 104．815 ．5239 ．729 ．2197 ．519 ．5
現》fω 衂 規 36．35 ．322 ．83 ．142 ．55 ．738 ，65 ．739 ．84 ．916 ．43 ．0
A κ彫 o加 s言4伽解 77，711 ．575 ．710 ．152 ．77 ．19 ，5L48 ．4LO8 ，41 ．5
c κ  融吻 12．31 ．818 ．72 ．522 ．13 ．032 ．84 ．912 ．21 ．510 、31 ．9
σZoぬ 4伽彫 8，7L314 ．32 ．011 ．71 ．640 ．16 ．010 ．81 ．315 ．82 ．9
麁 η痂 ’伽 辮 9．71 ．418 ．72 ．529 ．03 ．912 ．7L915 ．71 ．912 ．92 ．3
〆レ腕ガ痂郷 叨 14．22 ．19 ．21 ．213 ．7L813 ．62 ．09 ．oL112 ．62 ．3

噸 oゆ o塀 6．00 ．923 ．13 ，112 ユ L611 ．91 ．83 ．50 ．42 ．1o ．4
舳 ”π蹴 17．22 ．515 ．62 ユ 12．51 ．717 ．02 ，510 ．41 ．312 ．42 ．3
銅 oん042   26，23 ．918 ．32 ．515 ．92 ．13 ．30 ．53 ．60 ．43 ．20 ．6
麁 s忽 あ擁 6．71 ．0． 6．90 ．93 ．50 ．59 ．11 ．45 ．10 ．610 ．11 ．8
恥 妙 ’奮 2ユ 0．31 ．30 ．24 ．40 ．69 ．1L47 ．91 ，08 ．3L5
餓 o   5，60 ．84 ．90 ．75 ．20 ．76 ．00 ．953o ．76 ．21 ，1
45ρ¢ 卿 ”伽 3．70 ．64 ．50 ．65 ．30 ．73 ．00 ．53 ．2o ．42 ．10 ．4
G20伽

’
o加 解 3．50 ．5o ．9O ．10 ，30 ．01 ．O0 ．22 ．8O ．33 ．00 ．5

他 ’〃 3f励 o鈔oπ

’
繃 1．10 ．21 ．90 ．30 ，90 ．12 ．00 ．3L5O ．22 ．00 ，4

M κ‘07 2．20 ．32 ，20 ．30 ．70 ．10 ．5O ．11 ．20 ．2
Soo卯 跏π

’
螂 お 0．30 、00 ，20 。01 ．60 ．20 ．50 ．1LO0 ，2

＆ 7砂 ’o砌 σθ5 0．50 ．1 0．8O ．1
跏 ‘踟 彫y‘θs 王．30 ．21 ．5O ．2L30 ．20 ．30 ．00 ．30 ．O0 ，80 ．1
α膨 如 痂 π 解 L50 ，22 ユ 0．30 ．50 ．10 ．50 ．11 ．30 ．2
α ゴo‘鰄 珈 解 1．40 ．20 ．40 ．1030 。0
乃 剛 毎 0．60 ．1 0 、50 ．10 ．30 ユ

丁犀σゐo 醜召6麹拠 1．20 ．21 ．70 ．20 ．40 ，1
肱 吻 痂 σ 1。80 ．3 0．50 ，1
R 鰄 η oぬ 4訛 魏 0．30 ．01 。00 ．2
y診痂 ‘謬」吻膨 2．  0．3
Cψ 加 の吻 万襯 0．80 ．1
乃   ω πめ O．30 ．0
丿〜雇 2翼ρ薦 0．50 ．10 ．20 ．0
5’¢ ηψ勿〜ゴ襯 0．40 ．1 0．50 ．1
5鹿 ” 蝕 0．30 ．0 0．7

凾臨
0．1
　凾「凾凾・P「 腰「． 辱P 「R「 FPF ，，圏．．．．膠P 「．「，， ・凾凾「，辱曽FF ．7”膠． 幽幽

旗 θ吻 3伽
’
伽 154．922 ．8153 ．620 ．6146 ．219 ．7122 ．618 ，2 三48．218 ．1156 ．828 ．5

Yeasts 92．513 ．688 ．91L940 ．25 ．485 ．712 ．745 ．45 ．55 」 9．8
Unknown 10．81 ．65 ．20 ．77 ．6LO1L4L713 ．1L610 ，31 ，9

Total　number
　 of　averages

678．2 746，6 744，2 674．7 820．4 550．2

Yeasts： including（「andida 　albicans ．
° ：average 　number 　of 　colon 蓋es　per 　50pen 　plates　per　10　minutes （or　day）exposured ，

韓
：percentage 　are 計om 　the　total　average 　number 　of 　colonies ，

N 工工
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Table 　 1−2Decreasing 　order 　of 　incidence　of　fungal　colonies 　obtained 　from　the　air

　　during　the　years　from　1983　to　1992　in　Sagamihara

Year 1989 1990 1991 1992 正983thru．1992

Genera　 of 　fungiAverages 拿

％
帥 Ave【age8 ％ Averages ％ Ave曝 ％ Averag鈴 ％

C鰯 OSρoη

’
嫻 134．326 ．0104 ．119 ．883 ，714 ．7166 ．622 ．6127 ．419 ．4

．4」’θr呶 吻 61．411 ．969 ．413 ．9119321 ，0110 ，014 ，9123 ．118 ．8

励 ガco ‘翩 彫 27．15 ．215 ．23 ．021 ，03 ，79 ．91 ．327 ，04 ，1

．4π彫 o δαs認   規 4．30 ．84 ．50 ．96 ．41 ．13 ．70 ，525 ユ 3，8
C 扉甥 κ彪癜 21．14 ．115 ．12 ．312 ．62 ．211 ．01 ，516 ．82 ．6
α oぬ 4伽規 12．42 ．422 ．84 ．331 ．25 ．518 ．12 ，516 ．82 ．6

角 癬cゴ’伽 班 7．31 ，419 ．53 ．719 ．23 ．415 ．72 ．116 ．02 ．4
14 肋 ”痂 κ嬲 15．02 ．921 ．04 ．020 ．53 ．630 ．44 ．115 ．9 ．2．4
N 忽郷 ρo 耀 3．80 ．727 ．75 ．333 ．75 ．919 ．82 ．715 ．42 ．2
F 鯉 蕗π叨 9．8L914 ．82 ．88 ，31 ．529 ．54 ．014 ．72 ．2
7「ガ‘加 磁   1．2O ．20 ．70 ．12 ．70 ．51 ．60 ．27 ，71 ．2
麁 5如わ磁 5．91 ．24 ．50 ．98 ．3L58 ．41 ．16 ，81 ．0
βo’η 爵 8．6i ．77 ．01 ．37 ．51 ．33 ．80 ．56 ．00 ．9
劭 o卿 α 3，30 ．64 ．00 ．84 ．10 ．74 ．2O ．64 ．90 ．7

4膨 拶 〃薦 2．6   ．54 ．30 ．87 、0L282L14 、40 ．7
G εo’π

圏
‘肋 解 2．40 ．54 ．50 ．9 廴40 ．31 ．4O ．22 ．10 ．3

地 爾 励 卿 o 吻 彿 1．50 ．31 ．50 ．32 ．00 ．31 ．0O ．11 ．5O ．2

M κ oo7 0．70 ．1LO0 ．21 ．20 ．2O ．5o ．11 ．00 ，2
＆ （ψ蜘 吻 ρ5ガ5 0．70 ．11 ．50 ．3LOO ．21 ．8O ．20 ．90 ．1

s’脚 ’o凋 κ85 0．30 ．1O ．50 ．17 ．31 ．O0 ．9O ．1
砺 2α”o 叨 ‘θε O．80 ．20 ．5OJ11 ．00 ．20 ．3O ．00 ．8O ．1
C廨 如珈 配獅 0．30 ．1O ．3o ．10 ．30 ．10 ．30 ．00 ．7O ．1

α ゴoぬ 4跏規 o．30 ．11 ．30 ．3220 ．40 ．30 ，00 ．60 ，1
乃 π磁 0．90 ．20 ．80 ．1LO0 ．1o ．40 ，1
T η

’
cゐo’加 o認膨 0．50 ．10 ．50 ユ 0．20 ．00 ．40 ．1

駒 ’如編 α 0．50 ，10 ．30 ユ 1．3020 ．40 ユ

R加η oc 毎d伽鯢 0，60 ，1 0．7O ．10 ，60 ．10 ．30 ．1
物 7’癖 ’厚襯 露 0．2o ．o
C8ρ1罎 娚加 π

’
灘 0．10 ，0

飽 η

鹽
ω 卿 α 0．90 ．10 ．1e ，0

尺肋 3ψ鰐 0，50 ，1 0．1G ，0
s忽吻 海卿 π η o．50 ．1 0ユ 0．0

s‘’θη 磁 　 0．1
凾幽鬯

　 　 　 0．0
”・・鹽9・畠・．一幽・凾．FP，，，，F ，F囚 ，，， ，，，．，， P PP7PFり，「曽，辱尸卿，P，膠・「閥．

物 cθ’毎 ∫纏
’
磁 140．7272127 ．424 ．2126 ．722 ．3222 ．830 ．2145 ．022 ．9

Yeasts 37．17 ．240 ．97 、837 ．26 ．551 ．37 ．057 ．38 ．7
UnknQwn 13．52 ．610 ．52 ．0 呂．31 ．55 ．80 ．89 ．61 ，5

Total　number

　of　averages
516 ．8 526 ．1 569．3 737 ．0 656．3

Yeasts： including（］andida 　atbicans ．
拿

：average 　number 　of 　colonies 　per 　open 　5　p監ates 　per　10　minutes （or 　day）exposured ，
韓

：percentage　are 　from　the　total　average 　number 　of　colonies ．

tatotin　et似 て 秋ある い は 冬 に か け て 低 い ピ ー
ク が み

られ る が，FVtsariumは む し ろ 夏 か ら秋 が ピー
ク で あ

る．Fig．4 に 示 し た 真菌 は い ず れ も明 ら か な単峰性

ピ
ー

ク を 星 し た も の で あ る．Epicoccum は 梅雨 期，

Ulocladiumは 秋期が ピ ー
ク で あ る が

，
　 C蹴η κ彪癜 と

NigrOSPoraは 夏 の 8 月 に 明 ら か な ピ ー
ク が得 ら れ る

こ と が 多 い ，

N 工工
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6 相 模 原地 区 の 空中真菌

考　案

　 空中飛散真菌と臨床症状との 関連を知 るに は 落下法

よ り吸気法が 望まれ る し ， 多種多様に わ た る浮遊真菌

を落下法で ，し か も培養法 の み で 観察す る こ とに は 限

界が ある
5 レー8）．し か し，落下培養法は 吸気培養法 と比較

して 菌の 種類 や酵母 の 検 出数に 差があ る が主要菌 の 検

出頻度 に 格差が な い と さ れ る た め
6）

， 同
一

採集地点周

辺 の 概況を比較観察す る の に さ して支障は ない ．相模

原地区に お け る 真菌相 は 1983年か ら92年 ま で の 10年間

に関する限 り顕著な変化は み られな か っ た．全 10年間

の 平均検出率 か らみ る と， 酵母類 と 1吻 ‘θ瀚 膨 ガ伽 を

除 き C媚 OS ρ0 吻 鋭 ，　 Altervearla
，
　 EpiCOCCttm，

　 Aur−

eobasidium ，　 UIOcladium，　 Curvulaha，　 Penicillium，

Arthn
’
nium ，　 NigrosPora，　 F κsα珈 吻 ，

　 Trichodermα，

勲 5如Jo擁 ， 時に，βo尠 爵，　Phomal　AsPergilletSの 15属

が年 に よ り順位 が移動す る もの の 毎年上位 10位以内に

検 出 され て い た （Table　1）．特 に C伽諾o砂o万κ挧 と

Altemaarlaは 常 に 上位 1 あ る い は 2 位 を占め る最優

先菌で あ り， こ れ に続い て Epicoccum が 3位とな る頻

度が高か っ た．以上 の 検 出頻度 は 10〜20年前 の 当地 区

お よ び他 の 地 区 の 調査成績とか な り異な る
1）9）

一’16）．従

来 あま り重視 し て 記載 され て い なか っ た菌が上位 に 浮

上 し て い る こ と が1978年か ら80年の 全国調査で 明 らか

に され た が 41，今回の 調査 で 再確認 された こ とに なる．

以前に ほ と ん ど上位 4位以 内を占め て い た AsPergil一

伽s と Penicilli”m は 5位 以 下 に 後退 し， 特 に AsPer−

gillusは 低 頻 度 菌 で さ え あ る．　 Epicoccum や Aur −

eobtzsidiwm は 既 に優先菌 に数えられ よ うし，こ れ らの

菌は 高頻 度 の Altemaria や α α40ερo磁 解 と 異 な り

地方 色あ る い は 気象状況等 の 差を よ り反映し やすい か

もし れ な い ．実際，福井地区 で Epicoccum が 2年続 け

て 上 位 1 お よ び 2 位を 独 占し ， 神戸地 区で et・Aur ・

eobasidiblm 　h：　2年間 4 位を保 っ て い た こ とがあ る
4）．

一方 ， 世界各国
1η

， また 日本で も1960年か ら 70年代を頂

点に 空 中飛散真 菌調査成 績が 相 次 い で 報 告 さ れ

た
1｝9）−1fi）．少な くとも現在ま で ，培養法に よ る優先菌属

の 温帯地方に お け る分布状況 は 特殊 な地域 以外各国 に

ほ と ん ど差 が な く教科書的で さ え ある．特に ， Morrow

ら （1964）の 北米 41ヵ所 の 調査成績 を継承 した Meyer

ら （1983）が 14ヵ 所 の 結果 を ま と め た 屋 外の universal

dQminants は 日本 に もほ と ん ど共通 し て い る 1s）19｝．す

なわ ち，Alteman
’
a，　CladosPon

’
um を最優先 に Epicoc・

cum ．　 ASPergilltss　 Penicillium，　 P躍 媚 α磁 　（Aur 一

eobasidium ），　 Phoma ．　 Trichoderma，　 Fusarium，　 Hel・

彿 勿韵os♪oガ％彿
一C範卿   伽廟

一SPondylocladiumお よ び

pale （Cmψtecoccus） と pigmented （Rhodotorula）

yeasts で，こ れ ら優先菌 の 種類 は 今回 の 調査 で もほ ぼ

同様 で あ っ た し，海外の 最近 の 記載 で も特別な変化は

み られ ない
η．

　 我が国の 真菌 の 季節的分布状況は 北部の 積雪地方 が

6 月 か ら 9 月 に か け単峰 に 近い ピ ーク が み ら れや す い

こ とを 除けぽ，主に 春か ら梅雨期 の 5 〜6 月 と秋期 の

9 〜10月 の 2 峰 か ら な る
4｝．本州の ほ ぼ 中央 に 位置す

る当地区 も年 に よ り変動 は あ る が，総じて梅雨 期 と秋

期の 2 峰か ら な り （Fig．1），こ の 2 峰 は ほ と ん ど

Alternan
’
a と CladosPoriumで 占 め られ て い る （Fig．

2）．両菌属が季節性分布を支配 して い る 主要菌で ある

こ とは 地球温帯地方の 各国 とほ とん ど共通 して い る．

た だ，Altemahaは む し ろ梅雨期に 優勢 で ，我が国 に

は 普遍的 で さえあろ う．そ の 他 ， 季節性が 明 らか なも

の と し て Epicoccum は 梅雨期，　 Cκ π 蜘 磁 は 夏期 ，

Ulocladium と NigrosPorα　Oま秋期に ，い ずれ も単峰性

に 飛散 し て い る こ とが改め て 確認 され た （Fig．4）．

Aureobasidium，　Arthn
’
nium ，　Fzasarium，　Penicillium

お よび Tn
’
chodermcx は年に よ り増加 して 梅 雨期や秋

期 な どに優位 な 傾向 は あ るが，検出数が概し て 少な い

故 もあろ うか 明瞭な季節性 は み られ な い ．

　以上，総 じて 相模原地区 の 屋外飛散主要菌 と し て，

酵母 類 を 除 き C臨40sヵo瀚 吻 と．4μ6挧 α勲 カミ最優 先

菌 で ， 検出率が低 く年に よ り変動は ある が Epicoccum

が 続 ぎ，併せ て Aureobczsidium
，　Ulocladium，　 Cur一

砌 ‘α廊 ，Penicilli”m ，　Arthn
’
nium ，　NigrosPora，　Fusαr−

ium
，
　 Trichoderma

，
　 Rl5翅 o 勉 が 時に 浮上 して い る と

み られ る． こ の 真菌相は全国的に ほ ぼ共通で あろ う と

同様 に ，10年以上前 に 優勢で あ っ た 14s 勿顧 伽 s は 他

の地区で も検出頻度は低い と思わ れ る，最近，屋外飛

散真菌 に 関す る 報告は稀で ，む し ろ 屋内あ る い は 室内

塵等の 真菌相 に興味が もた れ っ つ ある Z°｝−25 ，，それ に ，

多種多様な真菌 の 同定に は様 々 な隘路 を か か え て い

て，そ の検索に充分な系統的進捗は ま だな い ．しか し，

培 養法 の み ならず， 時 に 直接法 を加 えた 従来法 を踏襲

す る こ と に さ え，臨床と の 関連 に お い て 多 く の 課題 を

抱えて い る．

　稿 を 終わ るに 臨み，毎週 培地 暴露 の 労 を 惜 し まず協力 し

て 頂い た 星 名 久 美子，間宮隆子，石 井宏子，相馬幸子 殿 に 深

E
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AIRBORNE  FUNGI  DURING  THE  LAST  TEN  YEARS  IN SAGAMIHARA

       Minako Takatori, Takao Shida and  Kazuo Akiyama

Stigamiharu IV?itionat HbspitaL Research (imterfor Rheumato-Atiengotqgy

                    Kosuke Takatori

      Hkelano Research Institute, libod and  Dnrg Scijiety Center

   hirborne fungi have been surveyed  every  week  during the 10 years from 1983 to 1992 in Sagamihara. This isa

follow up  of a l970 and  a 1980 survey  at the same  sampling  station (19.5 m  above  the ground), using the same

gravity potato dextrose agar  plate. There were  two  peak seasons  during tsuyu (rainy season;  June) and  autumn

(September tb October). The  most  prederninant fungi found, except  fer yeasts and  non-sporulated  fungi, were

Cladespen'um (2 seasons)  and  Alternaria (rnore frequently in tsuyu). These were  followed by iipicoccum (tsuyu),
Awreobasldium, Curv"laria (summer), Ulocladi"m (autumn), PleniciUium, Arthrinium, IVignspora (summer>,
Fiesarium, Trichederma, R?slalotia in decreasing order  of their total frequency throughout the 10 years. The  most

cemmon  fungi found during the most  years were  different from those fottnd during 1970, particularly in the
frequency of Aspecgi'tlus and  Rinicillium, but similar  to those during 1980 in Sagamihara as well  as  in most  areas

of Japan.
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